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長野県松本蟻ケ崎高等学校

同窓会沿革



会 長 名

入会員数

明治　34年 04・04　井田竹治校長着任
04・13　松本高等女学校開校
04・15　入学式 本科222名　技芸科157名
07・26　長野県立代用
　　　　　　　松本町立高等女学校と改称

35年 03・28　第１回 卒業生証書授与式
井田竹治 　１回生 本科43名・技芸科29名入会 同窓会長は学校長兼任

72名 月１回常集会（本校教諭による講義）開催 03・31　母校新築校舎・寄宿舎完成
講演・福本先生「本会に対する希望と注意」 八並先生「日英同盟について」
         加藤先生「同窓会員の心得」

講演・山川先生「進取主義について」 加藤先生「読史法一般」
　　　井田先生「女子の独身生活」

　　　古谷先生「裁縫について」

講演・加藤先生「石田三成について」
　　　中澤先生「修養的日記について」 井田先生「静座」    

本会事務所を寄宿舎に移す。 10・29　全校職員・生徒一同で交友会発足

講演・福本先生「原因結果について」
　　　松原先生「北越巡視談」 中澤先生「后妃について」 12・15　篠ノ井線・篠ノ井ー塩尻間全通

36年
井田竹治

75名 　　　牧野岸治「所感」 小里頼永「女子学生の堕落について」
　　　余興・琴・胡弓の合奏・尺八の独奏

講演・福本先生「青年時代の希望」 大岩先生「西洋の家庭」
　　　加藤先生「日本の国語」          松原・八並・井田先生「催眠術」  

講演・北川先生「数学について」 太田先生「愛と満足と失望について」 

母　校　その他

03・30　同窓会発会

04・19　第１回 常集会

06・07　例会（常集会）

05・18　第２回 常集会

07・23　第４回 常集会

講演・医学士川久保磯太郎「婦人衛生について」

07・23　高女同窓会規約制定・決議8ケ条　入会金50銭・年会費60銭

講演・多湖先生「葛素麺外4品の調理法・割烹講習を受くる者の心得」

08・15　本校落成祝いとし5円以内で植樹献納
11・ 2　第７回 常集会

01・04　第１回 総会

※「入会員数」とは卒業生数

03・29　新入会員歓迎会  
01・31　第１回 同窓会報告書発行（以後毎年）

松　本　高　女　同　窓　会

講演・岡部先生「世界における我が国の位置」・合奏 ・遊戯 ・遠足‘玄向寺のぼたん’
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会 長 名

入会員数

明治　34年 04・04　井田竹治校長着任
04・13　松本高等女学校開校
04・15　入学式 本科222名　技芸科157名
07・26　長野県立代用
　　　　　　　松本町立高等女学校と改称

35年 03・28　第１回 卒業生証書授与式
井田竹治 　１回生 本科43名・技芸科29名入会 同窓会長は学校長兼任

72名 月１回常集会（本校教諭による講義）開催 03・31　母校新築校舎・寄宿舎完成
講演・福本先生「本会に対する希望と注意」 八並先生「日英同盟について」
         加藤先生「同窓会員の心得」

講演・山川先生「進取主義について」 加藤先生「読史法一般」
　　　井田先生「女子の独身生活」

　　　古谷先生「裁縫について」

講演・加藤先生「石田三成について」
　　　中澤先生「修養的日記について」 井田先生「静座」    

本会事務所を寄宿舎に移す。 10・29　全校職員・生徒一同で交友会発足

講演・福本先生「原因結果について」
　　　松原先生「北越巡視談」 中澤先生「后妃について」 12・15　篠ノ井線・篠ノ井ー塩尻間全通

36年
井田竹治

75名 　　　牧野岸治「所感」 小里頼永「女子学生の堕落について」
　　　余興・琴・胡弓の合奏・尺八の独奏

講演・福本先生「青年時代の希望」 大岩先生「西洋の家庭」
　　　加藤先生「日本の国語」          松原・八並・井田先生「催眠術」  

講演・北川先生「数学について」 太田先生「愛と満足と失望について」 

母　校　その他

03・30　同窓会発会

04・19　第１回 常集会

06・07　例会（常集会）

05・18　第２回 常集会

07・23　第４回 常集会

講演・医学士川久保磯太郎「婦人衛生について」

07・23　高女同窓会規約制定・決議8ケ条　入会金50銭・年会費60銭

講演・多湖先生「葛素麺外4品の調理法・割烹講習を受くる者の心得」

08・15　本校落成祝いとし5円以内で植樹献納
11・ 2　第７回 常集会

01・04　第１回 総会

※「入会員数」とは卒業生数

03・29　新入会員歓迎会  
01・31　第１回 同窓会報告書発行（以後毎年）

松　本　高　女　同　窓　会

講演・岡部先生「世界における我が国の位置」・合奏 ・遊戯 ・遠足‘玄向寺のぼたん’

会 長 名

入会員数

明治   36年

　　　矢沢先生「体育について」      松原先生「育児について」
　　　横内とよ子「工女教育について」 川上　操「希望について」
　　　会員による「東京在学中の所感」  

37年
井田竹治 物語朗読・太田先生「継母について｣  02・10　日露開戦

「温良貞淑」揚げる

103名

講演・唐沢長十「国法上の女子 」  小里頼永「時局感」
38年

井田竹治
122名

講演・井田先生「女子の道徳的修養について」
　　　後沢先生「女学生の懐かしき思想」

講演・湯本郡視学   
　　　小沢卯之助「薙刀体操」 三村・堀内先生「理科実験」

10・04　松本女子師範付属小開校
39年

井田竹治 講演・戸部少尉「自由について」
132名 　39年度より年会費30銭  03・21　河原操子講話

　井田先生・吉沢百代子「仕舞二番」   ・活人画をみる　他 05・15　乃木希典・伊藤祐享・福島安正

　　　　　　　　　　　　　   ｲﾁｮｳ
　　　　来校記念植樹(校門側)公孫樹３本

40年
井田竹治 講演・井田先生「新年を迎えたる所感」 03・21　義務教育６年制になる

129名 04・12　片端寄宿舎 開舎

07・26　第２回 総会

01・05　第３回 総会

　　　大岩先生「語学及び記憶法について」　　丸山　茂「実験所感」  

松　本　高　女　同　窓　会

03・28　新入会員歓迎会  
07・24　第４回 総会

01・05　第５回 総会

02・05　例  会
講演・百瀬興政「男女生理上の別について」　　三村寿八郎「国旗の歴史」  

03・28　臨時総会・新入会員歓迎会   
07・23　第７回 総会

10・08　遠足　小倉村,官林に茸狩
01・08　第８回 総会

06・ 9　講習会　遊戯及び楽器使用法

03・29　新入会員歓迎会  

07・15　第９回 総会
08・13　講習会　嘉悦孝子「懐石料理」
10・17　遠足　小倉村,官林に茸狩
01・13　第10回 総会

03・29　新入会員歓迎会   
07・18　母校寄宿舎に伝染病者の為総会延期

講演・村田鈔三郎「否と云うことを適当なる場合に用うべき」
　　　小里頼永「女子として恥じざる人物を作り出すようになすべきこと」

母　校　その他

　　注　活人画とは、有名な場面の背景の前で扮装
　　　　し、一定の時間、静止ポーズをとること。（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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会 長 名

入会員数

明治　40年 ５・１　松本市制施行 初代市長 小里頼永
講演・井田先生「蚊の話 」 後藤先生「迷信について」 ５・１　長野県市立松本高女の校名となる 

41年
井田竹治

124名

余興・補習科2年有志‘薙刀舞’   大月大尉「手品」
42年 ３・20　初代井田校長明石女子師範へ転任

唐沢貞次郎 講演・上田伝八「蒙古談」          余興・小岩井「狂言二番」 ３・22　井田校長最後の講堂訓話
149名 ３・25　交友会・職員送別会

４・ ２　唐沢貞次郎校長着任

43年
唐沢貞次郎 蟻川連隊長講話「軍人の言語について」

137名 ４・13　創立10周年
９・10　蟻ケ崎寄宿舎 開舎

44年
唐沢貞次郎 （日報・民報・信毎・長野・信越）

120名 ８・ ４　大門沢決壊し本校校庭浸水
 北安・南安・上伊那・諏訪・木曽

　をなすべし。
45年

大正  元年
唐沢貞次郎

165名
４・22　未明北深志に大火　1500戸罹災
　　　　 母校片端寄宿舎全焼

  一般も参加    会費70銭 ７・30　明治天皇崩御

07・18　総会

07・17　総会

02・09　歓迎会の通知を新聞にて広告又伝言
03・27　新入会員歓迎会  

03・28　新入会員歓迎会  

04・01　井田校長出発　直前に記念植樹　アメリカヤマナラシ1株
03・29　井田校長送別会（神道公会堂）　　洋服1着贈呈

03・29　新入会員歓迎会  
07・02　同窓会費20銭
07・19　総会

01・17　総会

09・01　第11回 総会

10・17　東京支部会に3円送る
01・23　総会・新年会

09・29　遠足　放光寺茸狩 後 芳野湯
10・17　母校大運動会に8円寄付
10・17　東京支部結成・規約制定・総会（以後年２回）
01・13　第12回 総会

10・04　職員・卒業生・在校生物故者合同追悼会
01・15　総会・新年会

02・28　各町に幹事1年任期で委嘱

07・21　講習会(交友会と合同)赤堀菊子「本式膳割烹料理」

04・22　北深志大火 罹災者への見舞金寄付募る。20銭以上

01・15　総会  

09・10　総会　　地方支部制定

・大名町・巾上・小柳町・出井番・清水・横町・北安・上伊那・諏訪・木曽・小野 ・本城村

05・10　募金合計140円5銭也を寄付

☆規約1条　条文追加  
　若し会員にして本会の対面を汚す行為ある者、ある場合、本会は協議の上、相当の処理

・本町3丁目・中町・源池・新町・新田町・大柳町・伊勢町・蟻ケ崎・博労町・裏町・緑町・島内

松　本　高　女　同　窓　会 母　校　その他
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会 長 名

入会員数

大正　２年
唐沢貞次郎

152名 講演・針塚長太郎   

３年 ３・24　卒業生より石燈篭寄付
唐沢貞次郎

120名 ・家事裁縫の講習（日本料理・西洋料理・裁縫）

講演・岡部先生「欧州戦乱」
４年

唐沢貞次郎 ☆支部組織ほぼ完成
116名

①宮淵・新橋・蟻ケ崎 ②今町・白板・六九・開智・城西

④堂町・西町・旗町・田町・御徒町・沢村 ⑤新町・袋町・和泉町・東町
⑥裏町・横田・元町

⑩中条・新家・小島  ⑪本町1～4丁目・生安寺小路
⑫裏小路・桜河岸・中町・横町  ⑬宮村・源池・日の出町
⑭小池町・鍋屋小路・飯田町・天神小路

◎西筑　　・福島・上松・木祖・楢川

６・６　焼岳噴火　大正池出現
講話・佐藤県視学「国事多端の現今社会は確固たる覚悟を有する女子を要求す」

◎諏訪　　・平野・川岸・永明・金澤・宮川・上諏訪・下諏訪
◎長野方面　　　　　◎上田方面　　　　　◎東京方面

◎上伊那　・東箕輪・中箕輪・高遠、美篶、藤沢・伊那町、西春近、手良・宮田、赤穂、伊那村

講演・「今後の複雑かつ困難な世に処すため精神の修養を積み智に流れず、

03・23　新入会員歓迎会    

③安原・萩町・天白・旭町・口張・同心町・中ノ丁・東ノ丁・中原

⑦北馬場・大柳町・地蔵清水・片端・出居番・東門

07・02　卒業生修養会

09・06　総会　　　　年会費25銭

⑧小柳・緑町・辰巳町・縄手・大名町・土井尻　⑨伊勢町・新伊勢町・巾上・渚

03・24　新入会員歓迎会    

09・07　総会

11・25　臨時総会　井田前校長来松
          「青年男女の危険時代・結婚、日本女子の美点、日欧米女子の比較・将来人たるの覚悟」

03・27　新入会員歓迎会    

◎南安　　・開盛、小倉、豊科・高家・梓、倭・烏川、三田・南穂高・東穂高・西穂高・有明

◎東筑　　・里山辺・入山辺・本郷・岡田・島内・錦部・会田・本城・坂北・東川手
　　　　　・島立・波田・山形・宗賀洗馬・和田・神林・新村・今井、朝日・笹賀
　　　　　・塩尻・筑摩地・小野・片丘・寿・中山・広丘・芳川・松本村
◎北安　　・大町、社    ・七貴、陸卿    ・池田 、会染    ・神城    ・北城

母　校　その他松　本　高　女　同　窓　会

09・05　総会      

　　　　浮華に陥らず堅忍以ってことに当たるの覚悟あるべし」
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会 長 名

入会員数

大正　５年
唐沢貞次郎

168名

余興・竹本伊呂波太夫
６年

唐沢貞次郎
186名
７年

唐沢貞次郎
164名
８年

唐沢貞次郎
170名 赤堀菊子・峯吉「割烹料理」
９年

唐沢貞次郎 余興・木村泰山「筑前琵琶」  
179名 　規約改正　入会金5円・年会費2円50銭

10年
唐沢貞次郎 ☆第17回同窓会報

156名

11年
土屋文明

173名
12年

土屋文明 ・規約改正
 165名
13年

妹尾盛親
187名
14年

渡辺　表 ◎規約改正（大正12年3月分を更に改正）

11・15～１ヶ月間　家事講習会
09・18　総会

10・11　総会              

10・11　総会              

03・00　総会・新入会員歓迎会    

03・19　唐沢校長退任送別会・新入会員歓迎会
熊井先生「衣服洗濯」矢田先生「生理、衛生、看護」市川先生「食物、住居」内田先生「食物、作法、育児」

03・26　総会・新入会員歓迎会

講演・橋本先生「欧州大戦の原因、ドイツ、ロシアの政策」

09・  5　総会

07・16　講習会 
05・10　名簿発刊

03・26　新入会員歓迎会     

04・18　寿村支部会　発会

09・03　総会　（新聞公告）
講演・飯尾警察署長「伝染病について主婦の注意」

03・20　理事・幹事協議会にて年会費15銭
03・24　新入会員歓迎会       

松　本　高　女　同　窓　会 母　校　その他

03・24　新入会員歓迎会    
05・27　上伊那支部会　第1回

10・14　校舎全面改修工事完了

３・15　日露戦争後大恐慌始まる
11・14　原　敬首相暗殺

３・27　土屋文明校長着任

９・１　 関東大震災

３・31　妹尾盛親校長着任

８・24　渡辺　表校長着任
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会 長 名

入会員数

大正　14年 ・3月に新入会員歓迎会を行う ・10月に総会を行う
179名 ・毎年１回名簿を刊行配布 ◎会員異動ある時は動静を本部に通知する。
15年

昭和   元年
渡辺　表 余興・ピアノ独奏・長唄

182名
２年

渡辺　表 同窓会の財政緊迫のため基本金募集 ・１人１円　５月迄
165名

３年
渡辺　表 余興・ダンス・琴・ヴァイオリン独奏

193名
東儀哲三郎  ヴァイオリン 東儀みち子  ピアノ
清水金太郎  ヴァリトン独唱 清水静子  ソプラノ独唱

講演・宮坂　宗

４年
樋口長衛 婦女界社寄贈グランドピアノ：披露音楽会 ☆ピアノ現在同窓会館にあり

258名

講演・藤森 馨「日本の経済状態に関して」
５年

樋口長衛 余興・琴・狂言・仕舞
249名
６年

樋口長衛
261名

講演・宮地 数千木「欧米漫遊談」        
・余興三曲（尺八、琴、三味線）・舞踊
　　　　　　　名簿　2602部発送

10・10　総会              
  3・20　総会・新入会員歓迎会    

10・11　遠足　観楓会（上高地）
11・  1　総会                

  3・20　総会・新入会員歓迎会    

10・12　総会・遠足　本城村西条  松茸狩             
  3・20　総会・新入会員歓迎会    

  8・8～10　講習会　松岡冬子「フランス刺繍」
10・13　総会              

  9・16　音楽会（松筑座）

10・14　総会

10・27　本校の運動会にて弁当のパン販売
  3・17　総会・新入会員歓迎会    

伊達  愛・ピアノ独奏　宮沢悦子・独唱

  3・20　総会・新入会員歓迎会    

  8・1～3　料理講習会
11・  6　総会              
  3・20　総会・新入会員歓迎会    

  8・8～10　料理講習会　土佐林テル子「栄養を加味した家庭料理」

松　本　高　女　同　窓　会 母　校　その他

12・25　大正天皇　崩御

４・１　 第二高等女学校開校　４年制
　　　　（長野県松本女子師範学校に併設）
　　　　 小林和一校長着任（女子師範兼任）
４・16　樋口長衛校長着任

５・20　創立30周年

９・18　満州事変
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会 長 名 会 長 名
入会員数 入会員数
昭和　７年 03・01　満州国建国
樋口長衛 陸軍へ会より100円寄付 

265名 余興・琵琶・舞踊・物真似 05・15　五・一五事件

８年 04・28　高女・森下二郎校長
森下二郎 小林和一 同窓会長は学校長兼任 　　　　  着任

247名 　　　「婦人衛生に関する話」 48名
講演・小林和一「満州視察について」
同窓会規約制定・入会金２円

９年
森下二郎 講演・木村光隆 小林和一 講演・宮坂　宗「仕事の意義」 07・08～15　第二高女

04・01　高女制服制定

264名 　　　「海国日本の天恵と北洋漁業」   45名 　　　　 第１回臨海学習
10・17　第二高女

講習・小井戸「みくに染め」 　　　　 南信女子中等学校
講演・塚本はま子 　　　　 競技会参加

10年 07・21　第二高女　
森下二郎 講演・西沢太一郎 小林和一 　　　　  第１回  有志登山

256名 　　　「今日における海外発展」   52名 講演・訓覇先生・出雲路先生
余興・映画・レコード鑑賞

06・08　第二高女
　　　　 奉安殿落成式

09・05　川島芳子2年編入
　　　　（在籍6ヶ月）

11年 02・26　二・二六事件
森下二郎 講演・長谷川清登「航空機について」    楢崎善一 講演・楢崎善一

253名 余興・舞踊・狂言・独唱 46名 余興・映画・レコード鑑賞・独唱 05・15　第二高女  
　　・二重唱 　　　　 楢崎善一校長着任

　　（松本女子師範校長兼任） 
掛橋菊代「栄養料理法」

12年
森下二郎 講演・「卒業後の心得について」 楢崎善一 講演・楢橋憲基海軍中佐 07・07　支那事変勃発

264名 来松中の川島芳子　参会・独唱 41名 余興・行事写真記録展示
09・02　高女第１回  教育勅語

03・20　総会・新入会員歓迎会    

09・27　総会

08・22～23　講習会及び講演会

10・14　総会・遠足　北安  葛温泉
12・15　名簿　2680部発刊

09・29　第３回　総会
03・08　総会・新入会員歓迎会    

10・17　総会・遠足　錦部刈谷原  藤屋

06・30　総会・遠足　戸隠神社

03・20　総会・新入会員歓迎会    

06・07　総会・遠足　八ﾂ岳  うつくしの森
07・27～29　料理講習会

12・07　名簿　2850部発刊

10・12　総会・遠足　本城村西条  松茸狩             

03・20　総会・新入会員歓迎会・入会金３円    

松本高女同窓会

03・31　第二高女同窓会設立   

09・24　第１回　総会

09・26　総会

12・10　名簿　2630部発刊

03・20　新入会員歓迎会    

12・24　名簿　2500部発刊

03・20　総会・新入会員歓迎会    

03・20　総会・新入会員歓迎会    

10・22　総会・遠足  山清路舟遊び

07・09　講演会・山田せん（女医・本科２回）

母　校　その他

09・30　第２回　総会

第二高女同窓会
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会 長 名 会 長 名
入会員数 入会員数
昭和  12年 　　　　 暗写考査

一戸伊勢子「缶詰の栄養価値」 09・12　高女日本女子水泳大会
　　　　 南信予選会優勝

13年
森下二郎 講演・堀江三五郎（信毎従軍記者） 楢崎善一 講演・ツナ・ヘルト「戦争とナチス運動

259名 余興・ダンス愛国行進曲・浪曲軍国の母 44名 　　　について」
　　　松本忠夫「支那事変について」 06・09　学徒勤労奉仕はじまる
余興・舞踊、音楽

14年 06・27　第二高女  
森下二郎 講演・五十連隊宮坂中尉「戦地より」 戸田克巳 講演・陸軍歩兵大佐  山本重直 　　　　 戸田克巳校長  着任

255名 余興・独唱、舞踊 40名 余興・舞踊、筝曲、ピアノ独奏  他 09・01　第二高女・興亜奉公日
国防献金13円40銭 　　　　 毎月１日奉安殿 奉拝

15年 03・15　高女小林直衛校長着任
小林直衛 講演・西澤 圭 中村孝也「日本女性の奉仕生活」 03・28　第二高女  

271名 「新聞使節として独伊訪問の際における 　　　　 定員400名に増  
　見聞」

05・26　総会・遠足　大町呉羽紡績見学 戸田克巳
　　　　　　　湖水遊覧、森城址見学 48名

会則改正
（来年40周年につき記念事業の一つ 松本第二高女真澄同窓会とする
　として） 園遊会・余興 11・00　皇紀2600年式典
・趣意書の提出
・土地購入に要する寄付金募集計画
・実行委員の選出（本部・地方） 記念誌真澄第１号発刊　臼井吉見編集
・西隣地実地調査・交渉
             （募金額9,600円／2000人）

16年 03・31　高女岩本義恭校長着任
岩本義恭 講演・松江大太郎 県翼賛会理事  戸田克巳 宮城搖拝　黙祷 　　　　 高女創立40周年記念式典

　　「新体制に即応する、国民の覚悟」 講演・脇田喜久夫 　　　　 時局柄中止
280名 余興・詩吟、舞踊劇 46名 合唱・海ゆかば・愛国行進曲 12・08　太平洋戦争勃発

応召２名（看護婦）・ 報国隊  奉仕作業 12・09　高女勅書奉読式
17年 第二高女　校章制定

岩本義恭 ・会則変更・入会金４円 戸田克巳 講演・正木不如丘「母性のちから」
276名 48名 　　　河西飯山中学校長

講演・羽仁鋭子　「戦時下における 　　　　　　　　「創立当時の思い出」
　　我等の生活を深くみつめましょう」 　　　　　　　　「現代女性の使命」

06・00　同窓会館建設についての協議

09・24　総会

11・03　創立10周年記念式典・総会

10・21　創立10周年記念講演会

03・20　総会・新入会員歓迎会    

06・15　総会・遠足　天竜峡  長姫神社参拝
03・15　総会・新入会員歓迎会    

12・10　名簿　2880部発刊

03・20　総会・新入会員歓迎会    

06・15　総会・遠足　諏訪  片倉会館

11・15　総会               

03・16　総会・新入会員歓迎会    

03・00　名簿　2250部発刊
03・17　総会・新入会員歓迎会    

09・23　総会

11・21　料理講習会

松本高女同窓会 第二高女同窓会 母　校　その他

09・24　総会

09・25　総会
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会 長 名 会 長 名
入会員数 入会員数
昭和　17年 余興・音楽演奏会

18年 10・21　第二高女  校旗入魂式
岩本義恭 戸田克巳 第二高女  農繁期勤労奉仕隊

282名 50名
19年 03・00　第二高女  校歌制定

岩本義恭 に制限） 戸田克巳
399名 108名

　　　　後日役員が慰問にいく

・時局柄総会中止       06月～11月　学徒動員
　本年度卒業生より成る挺身隊を慰問 04・09       18年度卒業生挺身隊壮行式

                  
　理事、幹事、出動中の生徒各所に慰問

20年 03・31　高女  大森 栄校長着任
大森　栄 長岡禎利 08・15　終戦

376名 102名
11・00　第二高女  

書類はそれぞれの位置に戻す 　　　　  長岡禎利校長着任
但し、不必要と認むる物は、この際処 　　（長野師範女子部長 兼任）
分する。

21年 01・01　天皇人間宣言
大森　栄 余興・仕舞、琴、舞踊 長岡禎利 03・31　高女第３専攻科廃止

461名 10・27　総会 112名
・入会金10円（前４円） 04・01　第二高女1年制  
余興・独唱、合唱 　　　　 専攻科設置

11・03　日本国憲法制定・発布
22年 04・01　両高女5年制  

大森　栄 講演・木村秀夫 長岡禎利 　　　　 併設中学設置
309名 余興・日本舞踊、生徒ダンス 28名 05・03　日本国憲法施行

23年 04・01　長野県松本蟻ケ崎高
滝澤　厚 講演・桜井武平「家屋の科学化」 長岡禎利 　　　　 等学校設置

453名 余興・在校生ダンス、舞踊、漫談 143名 　　　  （県立移管の高校34校）
　　　　 滝澤  厚校長着任

作成、24日に上京したが間に合わず。

03・29　臨時総会・新入会員歓迎会    
07・13　同窓会茶器を地中に埋める

06・14　壮行会（４年生豊科呉羽工場へ出動）

11・20　役員会（本年度事業につき協議）

12月～挺身隊を慰問   

05・31　名簿555部（異動分のみ） 　（18年まで毎年９月に在校生を交えて総会を行う）
10・24　総会・遠足　城山
02・20　名簿1900部発注（原料不足にて1500部

　☆総会　時局柄21年まで中止  幹事会のみ実施

　　　　 開始

03・18　総会・新入会員歓迎会    

03・21　川島芳子の助命嘆願書を同窓会有志にて 05・～　役員会にて蟻ケ崎高校同窓会との合併作業

06・05　岩本真理　ヴァイオリン独奏会

松本高女同窓会 第二高女同窓会

07・16　重要書類を平瀬分教場に疎開
08・15　終戦と同時に逐次埋設品は掘り出し

03・23　総会（復活）・新入会員歓迎会    

05・25　総会

03・17　総会・新入会員歓迎会    09・00　総会

母　校　その他
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会 長 名 会 長 名
入会員数 入会員数
昭和  23年   4・  1　長野県松本真澄高等学校

設置
長岡禎利校長着任

余興・舞踊、独唱、ヴァイオリン独奏
24年 09・25　双方同窓会役員初顔合せ会（午前）   3・  　  両高女　併設中学廃止

　　　     真澄高校廃止
  4・  1　蟻ケ崎高校と真澄高校合併
  4・  1　生徒会　発足
  6・  1　信州大学　発足
  7・14　バッジ「天の川」決定
　　　　  折井静子氏デザイン
　　　　  （PTA副会長）

  3・31　専攻科廃止

滝澤　厚 長岡禎利
206名

（1回生）
講演・北沢先生「ゲーテの話」 109名
余興・独唱、舞踊

11・20　豊科支部結成
10・16　母校運動会に売店開く。純益３千円

　寄付金募る。総額3,410円土地購入代金として貯金
09・10　島立支部結成
10・31　総会

09・25　合同総会（午後）

母　校　その他

08・31　蟻ケ崎高校同窓会と合同申し入れ

09・25　合同総会

松本高女同窓会 第二高女同窓会

25年 03・15  帳簿・資料共に11,610円を寄贈
滝澤　厚 ・会則変更により同窓生による会長就任

・旧真澄高校同窓会より11,610円寄贈披露
ナトコ映画（注　ナトコとは映写機名で
あるが、当時の巡回映画を称した）

228名
（2回生）

音楽会・小岩井　幸（本科44回）

講　演・鈴木布美子（本科17回） ☆手製折詰　来賓に配布する

26年   4・  1　新田  稔校長着任
内田れい

内田れい

12・ 　　校歌制定「雪の頂き」
  2・  1　学校西側隣接の市有地
　　　　  1000坪を校地として買収

11・ 　　薄井　悟校長着任

344名
（3回生）
27年

内田れい
530名

（4回生）
28年

内田れい
398名

（5回生）

06・10　ユニットキッチン落成

  9・24　記念行事 

04・01　補習講座開設
・洋裁　・和裁　・料理　・生花

04・01　補習講座開設     

03・17　総会・新入会員歓迎会    

03・25　里山辺支部結成

補習講座

09・03　50周年記念事業は、ＰＴＡ・学校・同窓会の三者にて挙行決定

講演・谷川徹三「修羅の嘆き」「宮沢賢治における情念の問題」

10・12　創立 50 周 年　　　　　　　　　　　　　　祝　　賀　　記　　念　　式　　　

04・01　内田れい　会長就任

松 本 蟻 ケ 崎 高 校 同 窓 会
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会 長 名
入会員数
昭和　29年
内田れい

396名
（6回生）
30年

内田れい

岩崎文江

412名
（7回生）

　　　　　　　3,755円を母校に寄付

飯田・長野・塩尻各支部結成
31年

岩崎文江
406名

（8回生）
32年   3・29　総会   4・27　校舎改築　地鎮祭

岩崎文江 ・同窓会館土地購入について   4・　　 校舎全面改築  
414名

（9回生）
　坪5,000円 100坪に決定
・同窓会費   5・30　ＮＨＫ長野放送局
　入会金100円・年会費50円（前30円） 　　　　  テレビ放送開始

33年
岩崎文江

421名
（10回生）

34年   7・　　 管理棟  竣工
岩崎文江 12・28　音楽室  竣工

429名
（11回生）

35年
岩崎文江

424名
（12回生）

  4・11　ユニットキッチン落成祝賀式挙行
  5・  8　校舎改築　寄付金目標額決定
　　　　　　　　　　　　　1,000万円

  8・31　母校改築　県へ陳情

  3・29　ロスアンゼルス支部へ名簿・会報趣意書発送

  9・10　遠足　入山辺・臼井葡萄園

母　校　その他

10・12　同窓会館用土地購入（100坪）

  4・　　 補習講座を蟻ケ崎学園と改称

補習講座
松 本 蟻 ケ 崎 高 校 同 窓 会

  9・23　本校改築資金目的バザー行う

　　　　（校長・ＰＴＡ正副会長・岩崎同窓会長）

  9・24　バザー　3,200円生徒会へ寄付
  4・～　募金のため各支部結成 活動始まる

36年   3・29　体育館竣工
岩崎文江

11・  4　校舎改築落成式

418名
（13回生）  7・  1　遠足　山田温泉

11・  4　　創　立　 60 　 周 　 年　　　　　　　　　　　　　記　　　念　　　式　　　典　　　

  　　　　松本蟻ケ崎学園  専修学校
　　　　　　　　　　洋裁　和裁　調理　茶道　華道

  4・  1　松本蟻ケ崎学園  夜間部設置
  8・23　松本蟻ケ崎学園  私立各種学校公認

  1・28　同窓会館地鎮祭
  4・29　総会
  6・25　蟻ケ崎会館完成・竣工式（総工費482万円）

松本蟻ケ崎高校同窓会 松本蟻ケ崎学園 専修学校 母　校　その他
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会 長 名

昭和　37年
岩崎文江

417名
（14回生）

38年
岩崎文江

39年
岩崎文江

407名
（16回生）

40年
岩崎文江

421名
（17回生）

41年
岩崎文江

452名
（18回生）

42年
岩崎文江

438名
（19回生）

43年
岩崎文江

455名
（20回生）

44年
岩崎文江

436名
（21回生）

入会員数

422名
（15回生）

04・29　総会
講演・百瀬孝男「交通事故による傷害」
「手品」

　「袋物・人形・アクセサリー」

講演・岩崎文江（本科5回）
「ヨーロッパ旅行記」

04・29　総会

純益55,000円を基に新築講堂に椅子寄贈

04・29　総会

05・00　映画会・「古都」
06・21　総会
07・00　遠足　中房温泉・有明高原寮慰問

05・17　映画会・「花の咲く家」

09・25　遠足　乗鞍

08・20　遠足　黒部ダム

07・22～23　講習会・百瀬四美子（本科30回）

06・　　会館増改築　物置・風呂場・便所

10・00　同窓会名簿　刊行350部

　　　　 　☆38年度売店売上 3,147,236円

07・26　講習会・菊沢直枝「和裁  早縫い」
11・11　映画会・「この日美わし」
01・27　新年会　玉の湯
09・03　遠足　信濃整肢療護園・ヤシカ見学

05・15　総会

09・25　遠足　平出遺跡
10・09　映画会
12・26　母校生徒と語る会

06・00　映画会・「かあちゃんと11人のこども」

07・15　遠足　乗鞍

07・20～21　講習会「手芸」

01・26　新年会　菊の湯
02・00　70周年記念事業に対する寄付募集

　　　　　　　９万円積み立て開始

松本蟻ケ崎高校同窓会

  5・18　遠足　すずらん高原わらび採り

松本蟻ケ崎学園 専修学校

財団法人　蟻ケ崎会

　　☆４月より奨学生募集１ケ月1,500円支給

　　☆３月より結婚相談  休業

  6・18　遠足　蓼科高原・白樺湖・七島八島

  5・16　遠足　鬼無里
  9・　　 理事・学園職員視察「清泉女子短大」

  9・　　 修学旅行　松島

  2・13　財団法人蟻ケ崎会設立
  6・11　遠足　親の原へわらび採り

10・　　 修学旅行 十和田・裏磐梯

　　☆40年度会計より奨学金第一回基金として

  3・31　浅間線電車廃止

  4・  1　佐藤昌一校長着任
  2・  7　ベトナム戦争勃発
  2・12　県立高等学校授業料値上げ
　　　　　　　　　　（600円から800円）

  3・  6　講演会・土屋文明「松本と私」
  8・  1　深志高校生西穂高落雷による遭難

  4・  1　薄井寛介校長着任
  4・ 　母校生徒会へ補助　以後毎年補助
  8・28　プール完成

  7・20　アポロ11号  人類初の月面着陸

母　校　その他

  3・31　茅野雄朗校長着任06・17　映画会・「河口」
07・18　遠足　山田温泉

  3・　展示会（以後毎年開催）
  8・  2～3　キャンプ　白樺湖
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会 長 名
入会員数
昭和  45年
岩崎文江 03・14　大阪万博

03・13　赤軍派による「よど号」乗っ取り

394名
（22回生） 現  信州大学付属小学校  校地内 07・17　家永教科書裁判  違憲判決

09・18　図書館・視聴覚教室の地鎮祭

46年 03・31　柳沢恒夫校長着任
岩崎文江
代行
樋口　豊

47・1～2
379名

（23回生）

「凍み豆腐」

47年 02・28　連合赤軍浅間山荘事件
岩附登見 05・15　沖縄返還・沖縄県発足

365名
（24回生）

・内田れい・岩崎文江
・新家みすゞ・樋口　豊　名誉会員推挙

・70歳以上会費不要決定（平成6年より納入再開）
映画・「山びこよ歌え」「沖縄の母達」

「簡易手提げ袋・フラワーデザイン」

48年 03・20　水俣病訴訟  原告勝訴
岩附登見 03・31　出沢万紀人校長着任

360名
（25回生）

10・06　中東戦争勃発　オイルショック

「アイロンろうけつ染め　手提げ」

49年 03・10　ルバング島より
　　　　 小野田寛郎元陸軍少尉帰還

  7・23　料理講習会・尾持智子（本科35回）
　　　　　　　　　　　佐藤文香

10・31　映画会・「愛と死」

  9・26　遠足　鬼押し出し

11・  6　講演会・宮原昭夫「昭和一桁の父と母」
  1・21　新年会
  6・  3　総会
  7・  1　映画会・「フーテンの寅」

  6・13　総会・創立70周年史編纂について
  6・27　第二高女・真澄高校の碑  建立

  6・28　映画会・「わが恋わが歌」

  1・24　新年会　玉の湯

  5・20　遠足　鬼無里

  7・20～27　講習会・田島喜久「日本刺繍」

　　☆学園創立20周年

  7・22～23　手芸講習会・百瀬四美子

  1・30　新年会　鷹ノ湯
  6・11　総会

  7・15　遠足　木曽駒高原・赤沢美林
  7・27　手芸講習会・平沢すえ・丸山利子（本科44回）

10・  8　映画会・「片足のエース」

  1・23　新年会
  6・  2　総会　・男女共学に対する会としての意見

06・13　遠足　美しの森

  3・  1　「七十年史」発刊1,100円

10・  8　　創　　立　　70　　周　　年　　　　　　記　　念　　式　　典　　　　　　祝　　賀　　会　　　　　　学校体育館

  9・  1　名簿発刊
10・  8　「古稀」発刊    

・プール工事　　　・部屋移転工事
・図書館兼視聴覚センター建設

約1,700名参加

  6・20　映画会・「風の慕情」
  7・  1　総会・遠足　駒ヶ根高原

06・13　遠足　清里高原

松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他
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会 長 名
入会員数
昭和  49年

講演・斎藤達雄
「内から見た日本  外から見たにほん」

50年 04・01　男女共学開始　男子生徒96名
岩附登見 04・30　ベトナム戦争終結

385名
（27回生） 講演・出沢万紀人「中国文学について」

51年 01・27　新年会  03・31　村上満夫校長着任
岩附登見 余興・福引き　その他

360名
（28回生） 講演・田中八郎

「最近の消費生活の問題点」

52年 　　☆「君が代」を国歌と制定
岩附登見

371名
（29回生）

講演・倉科  茂「非行と家庭」

　　　　☆売店廃止

07・21～22　講習会・御園  園（高7回）「ストール」

07・22～23　講習会・武井祐子「手提げ・夏帽子」
　　☆松本蟻ケ崎学園　家政科専門学校に昇格

05・24　遠足　小布施

10・14　遠足　美鈴湖とスケートセンター

06・13　総会

09・18　遠足　石和温泉

01・21　新年会
04・01　男子生徒誕生を祝い校門に鯉のぼり掲揚 　　・事務局　斎藤美智子（高10回）
06・01　総会

08・25　映画会・「紀の川」

07・21　講習会・小林文子（本科21回）
　　　　　 「牛乳を使った料理」

09・　　修学旅行　鎌倉
01・25　新年会
04・23　総会

08・20　講習会・宇治橋泰子「果物の瓶詰め」

53年

54年

岩附登見
360名

（30回生） 講演・三沢真寿門「性格について」

01・13　国公立共通一次試験開始09・4～5　修学旅行　伊豆・箱根

01・23　新年会
05・23　遠足　塩田平史跡見学
06・03　総会

07・22　講習会・矢嶋千恵子「洋菓子」
01・23　新年会

09・19　修学旅行　飛騨高山

岩附登見
370名

（26回生）

集約共学で一致 05・00　本郷村と松本市合併

松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他

03・31　内川武治校長着任岩附登見
369名

（31回生） 講演・原  嘉藤「松本の歴史と文化財」
06・16　総会

07・23　講習会・近藤鈴子（本科38回）「中華料理」

05・29　遠足　乗鞍高原
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会 長 名
入会員数
昭和  55年 05・24　モスクワ五輪  不参加決定
岩附登見

371名
（32回生） 講演・飯森義次

「子供の能力を伸ばす家庭教育」

56年 03・31　清水吉平校長着任
岩附登見

380名
（33回生） 講演・小笠原隆元「諸行無常」

委員長　同窓会長
☆記念事業
　　・同窓会100万円負担
　　・滝川照子  絵画「萌春」母校へ贈呈

・記念文庫200冊
・記念植樹
・名簿発刊

57年 03・05　新校旗制作・新校歌制定
岩附登見

374名
（34回生） 講演・青山俊董「本当の幸せとは」

58年

59年

岩附登見
376名

（35回生） 講演・藤岡筑邨

01・23　新年会
05・23　遠足　安曇野めぐり
06・07　総会

07・21　講習会・赤穂富子（高2回）
　　　　　　　 ・宮崎弘子（高4回）「西洋料理」

10・25　名簿発刊
11・00　滝川照子（本科46回）　絵画「萌春」寄贈
01・27　新年会
05・20　遠足　高遠・杖突峠
06・06　総会

07・22　講習会・宮田正美「家庭料理」

10・30　　創　　立　　80　　周　　年　　　　　　　　　記　　念　　事　　業　　　　　　　　　　　祝　　賀　　会　　

01・25　新年会　たつみ亭
05・21　遠足　戸隠高原
06・12　総会

07・26　講習会・斎藤  伝「健康体操」
01・24　新年会　たつみ亭
05・11　遠足　小諸・軽井沢

05・15　遠足　松代
09・11　修学旅行　能登半島・金沢

05・13　遠足　伊那・高遠
09・28　修学旅行　伊香保・群馬サファリ

05・13　遠足　阿島・光前寺

09・7～8　修学旅行　岐阜・明治村   

06・19　遠足　清里・甲府

09・00　修学旅行　ディズニーランド   

06・04　総会

09・16　講習会・藤沢美恵（本科40回）

松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他

11・02　講演会・高橋節郎「芸術と故郷」
「健康のためのリズム体操」

03・31　酒井  清校長着任

09・01　第2運動場完成
岩附登見

375名
（36回生） 講演・川島廉子「日中友好」

01・25　新年会　しづか
05・19　総会　
　　　　　・岩附登見名誉会員推挙
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会 長 名
入会員数
昭和  59年
山崎わごへ

60年   3・28　合宿所竣工
  8・12　日航機  御巣高山墜落
12・16　クラブ練習室竣工

山崎わごへ
379名

（37回生）
講演・岩垂  肇「婦人と平和」

61年   4・28　チェルノブイリ原発事故
山崎わごへ

368名
（38回生）

講演・花岡堅而
「21世紀に向かっての女性の生き方・
　　　　　非まじめの哲学をすすめる」

62年   3・31　橋渡良知校長着任

12・19　部室建設

山崎わごへ
374名

（39回生）
講演・馬瀬良雄「方言と標準語」

63年
山崎わごへ

352名
（40回生）

講演・川上睦水「幸福な日本人不幸な国際人」

64年

２年

  1・  7　昭和天皇  崩御
平成　元年   3・18　酒井　耕先生冬山遭難

  3・31　林  雅彦校長着任山崎わごへ 講演・篠田義一「陶芸雑談」
352名

（41回生） 「屑かご・ティッシュ入れ」

　　☆王滝村  地震義援金寄付

09・09～10　修学旅行　富山・金沢

05・00　遠足　蓼科
09・4～5　修学旅行　房総

06・06　遠足　山梨県立美術館

07・23　料理講習会・宮田正美「おやき」
01・25　新年会　レストランこたけ
05・18　総会

06・15　遠足　上田城址・塩田平別所温泉
07・23　講習会・樋勝史子「コサージュ」
01・21　新年会　玉の湯
05・12　総会

06・06　遠足　木曽路
07・23　講習会・御園  園「円座作り」
01・23　新年会　レストラン松本館
05・09　総会

06・09　遠足　糸魚川・翡翠園
07・27　講習会・三村和子（本科44回）「七夕人形」
01・22　新年会　松本館
05・21　総会

09・20　遠足　高瀬ダム・葛温泉
10・25　同窓会会員名簿発刊
01・24　新年会　玉の湯
05・13　総会

06・20　遠足　蓼科・マリーローランサン美術館
07・26　講習会・和紙工芸
07・00　東京同窓連入会（関東支部）

05・28　遠足　草津温泉・軽井沢

05・22　遠足　高瀬ダム
09・00　修学旅行　京都・神戸

06・00　遠足　奈良井宿

09・00　修学旅行　富士急ハイランド
　　　　　　　　　　武田神社・元善光寺

06・00　遠足　上高地
09・00　修学旅行　熱海MOA美術館

05・00　遠足　小布施
09・00　修学旅行　鎌倉・横浜

松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他

12・  8　土屋文明  逝去

山崎わごへ 講演・玉井袈裟男
370名

（42回生）
遠足　東山魁夷館

「フランス料理のマナー」
06・08　北原米子名誉会員推挙
07・23　講習会・レストラン鯛万

05・22　遠足　開田高原

09・18　修学旅行　大阪花博

05・26　総会
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会 長 名
入会員数
平成　３年 01・17　湾岸戦争勃発
山崎わごへ 10・19　90周年記念式典（講堂）

356名
（43回生）

講演・村井  仁「時局講演」 　　　　・音楽鑑賞　小林陽子シャンソン
　　　　　90周年祝賀会（勤福センター）
　　　　・玄関前乙女の像「さやけき」
　　　　　　　　　　　山崎わごへ会長寄贈

委員長　同窓会長
・音楽鑑賞　小林陽子　シャンソン
☆90周年記念事業　　　同窓会200万円負担 ・楽器購入　ティンパニー・ドラム・コントラバス
　　・講堂用椅子　1,300脚　　　　・造園　平成4年施行
　　・校旗作成　木綿製・掲揚用 ☆90周年祝賀会（勤福センター）

・銀河祭讃歌・応援歌作成

４年 03・19　特別教室棟竣工・生徒昇降口棟竣工
山崎わごへ ・次年度より役員選出方法変更 03・31　舟田智理校長着任

403名
（44回生）

　　　　　　　　　　理事は卒業年度別
講演・長畦すめる「福祉のこころ」 09・05　サイトウキネンフェステバル開幕

　　　　 以後毎年開催

・信州博覧会

「新しい幼児教育をめざして」
５年

06・27　松本サリン事件

山崎わごへ
397名

（45回生） 講演・横山綏子「真に豊かな老後を生きる」

６年
小岩井永子

小岩井永子

360名
（46回生）

・会費200円より500円に値上げ
　　70歳以上も納入（昭和47年「不要決
　　定」を変更）
・山崎わごへ名誉会員推挙
ミニコンサート
・卒業生のソプラノ独唱
・銀河クラブコーラス
・在校生による室内楽

　　☆結婚相談再開

　　学園専門学校  休校
　　☆生涯学習講座発足
　　　・和裁　・書道　・水墨　
　　　・手編み　・ヨガ　・英会話

　　・事務局　斎藤美智子 交代 横山幸江（高14回）

　　☆結婚相談所として発足
　　　・規約、申込書作成

　　・学園の料理教室に男性入学（２ケ月間）

06・22　遠足　飯田美術館
07・21　講習会・小林　「和紙工芸」

01・22　新年会　松本館
06・01　総会

01・26　新年会　玉の湯
04・　　新役員誕生
06・05　総会

07・22　講習会・塩沢道子（高4回）「体操」
09・27　遠足　乗鞍高原

05・25　遠足　飯山・小布施
09・08　修学旅行　越前・加賀

05・00　遠足　清里
09・00　修学旅行　鳥羽方面

01・26　新年会　玉の湯
05・07　総会

10・19　　　創　　立　　90　　周　　年　　　　　　　　　記　　念　　式　　典　　　　　　　　　　　　　講　　　　堂　

05・23　総会

06・09　遠足　甲府  恵林寺・花しょうぶ
07・13　講演会・バーナード・スポディック博士

松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他

口演・中野光子（高7回）「中萱加助騒動」

06・10　遠足　南木曾
08・25　講演会・樋代匡平「健康バンザイ」
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松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母校への助成母　校　その他
会 長 名
入会員数
平成　７年
小岩井永子

  1・17　阪神淡路大震災
Ｍ7.3  死者6,500人余

9・母校図書館へ100周年記念事業と
して同窓会より冷房機300万円寄付
教育環境整備事業開始、同窓会より
母校へ100周年記念寄付

平成7年9月～平成17年11月　
寄付総額 3,500万円

2・卒業証書筒
9・コンピューターネットワーク
システム（100周年事業）

  6・　 　視聴覚室に冷房機設置

1・吹奏楽　ティンパニー
（100周年事業）

3・プリンター（100周年事業）

5・パソコン
5・講堂 緞帳
11・吹奏楽　マリンバ
（以上100周年事業）

  7・　 　O-157による集団食中毒
　　　　 多発

11・25　弓道場竣工

12・12　今年の漢字『食』

364名
（47回生）

  3・20　地下鉄サリン事件
  3・31　依田守史校長着任
12・12　今年の漢字始まる『震』

　　☆2001年の100周年に向け始動

　　☆阪神淡路大震災  関西支部へ見舞金

  1・29　新年会　三よし

  5・27　総会　講演・堀  勝彦「旅するこころ」

10・12　遠足　湯の丸高原

  6・24　体験学習
・「手編み・ヨガ」

11・　 　結婚相談所パーティー
開催（以後毎年開催）

ボストン美術館

  7・28　100周年応援  ゴルフコンペ
  7・31　総会　・松村愛子名誉会員推挙
10・  7　遠足　芸術の旅㈵　徳川美術館

  7・24　同窓会館竣工式・祝賀会
12・20　講習会

高見沢美青（本科48回）
「クリスマス・正月の花」

  8・　　相談所規約等改正
・登録申込金 3,000円
・再登録 2,000円
・見合 1回 3,000円
・成立寄付金 35,000円

８年
小岩井永子

松村愛子

357名
（48回生）

９年
松村愛子

  2・19　講習会・宮崎弘子
「帯のリフォーム」
講演会・河本  明
ハーモニカ＆トーク」

363名
（49回生）

委員長　同窓会長・副委員長　ＰＴＡ会長・顧問　学校長

10年

11年

松村愛子
324名

（50回生）

  7・20-21　学園文化祭
　（以後隔年開催）

11・13　体験学習
「水墨画による年賀状・
フラワーアレンジメント」

  4・  1　佐藤貞治校長着任
  9・　 　コンピューター整備・
　　　　 楽器購入（吹奏楽部）
12・　 　理科棟工事完成
　 　大企業の倒産相次ぐ

12・12　今年の漢字『倒』

  4・  1　重田  肇校長着任

・1000年代最後の年

12・12　 今年の漢字『末』

  2 ～ 3　長野冬季オリンピック・
　　　　 パラリンピック開催

  7・25　和歌山毒物カレー事件

12・12　今年の漢字『毒』

  1・25　新年会　玉の湯
  6・14　総会　・西田千恵子名誉会員推挙
　　　　　  講演・松本  猛

  7・11　100周年記念事業実行委員会発足

  7・28　100周年についての座談会（主催庶務部）　同窓会、生徒会、学校側、代表
10・　　 100周年記念事業趣意書発送
　　　　　※事業明細※

  1・17　新年会　松本ホテル花月
  2・13　㈶蟻ケ崎会　寄付行為変更　理事増員
  3・  1　100周年記念 同窓会会員名簿発刊
  6・  8　総会　・小岩井永子名誉会員推挙
　　　　  　講演・沢崎蒼太郎「オカリナ演奏」

10・  9　遠足　北信濃

 ①募金委員会　 ②会館建設委員会　③百年史刊行委員会　④教育環境整備委員会
 ⑤同窓会歌・会旗制定委員会　 ⑥音楽会・講演会　⑦式典委員会　⑧監査委員会　⑨事務局

  1・31　新年会　いづみ荘
  3・25　川島芳子記念室設立に同窓会参加
　　　　 以後記念行事に参加

  6・20　総会　口演・中野光子「一杯のかけそば」
　　　　　ミニコンサート・会員「オカリナ演奏」

10・  6　遠足　新安房トンネル経由高山市内
  1・30　新年会　サンピア松本
  2・27　旧同窓会館お別れ会　

設計　藤岡幸美（高26回）
　　☆同窓会館完成（約9,000万円）

松村愛子
315名

（51回生）
西澤松美

 ①㈶蟻ケ崎会会館建設　②教育環境整備事業・教育機器の購入　③百年史刊行　④記念式典・祝賀会
 ⑤同窓会旗制定　 ⑥記念音楽会・音楽祭・吹奏楽部記念コンサート　⑦同窓会名簿発刊

※「今年の漢字」は日本漢字能力検定協会が公募して発表する47



松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母校への助成母　校　その他
会 長 名
入会員数
平成  12年
西澤松美

315名
（52回生）

音楽会・母校吹奏楽部、コールぎんが
　　　　小林佐登子（高7回）独唱

　　　　　　　　吉川英治記念堂

13年
西澤松美

280名
（53回生）

講演・近藤佐智子（高６回）
　　　　　「会旗作成にあたって」

11・　　 コーラス科開設　　　　　久保田一竹、与勇輝  美術館

創　立　１  ０  ０  周　年

☆記念式典次第☆　（9：30～10：40）

委員長　同窓会長

　１.　開会のことば
　２.　校歌斉唱
　３.　実行委員長式辞
　４.　学校長式辞
　５.　ＰＴＡ会長式辞
　６.　経過報告
　７.　長野県教育委員会挨拶
　８.　感謝状贈呈
　９.　来賓祝辞

  4・  1　介護保険法施行
  9・　　  シドニー五輪で金メダル
　　　　 5個獲得（メダル合計18個）
10・26　田中康夫  長野県知事

就任

12・12　今年の漢字『金』

  4・  1　千村重平校長着任

  9・11　アメリカ同時多発テロ
犠牲者6,000人余

☆記念事業
・蟻ケ崎会館建設
・百年史
・同窓会旗制定
・同窓会名簿
☆母校への寄付事業（3,500万円）
・教育環境整備
　図書館棟冷暖房設備
　視聴覚室冷暖房設備
　コンピュータ
　校内ＬＡＮケーブル
　講堂緞帳
・教育機器の購入
　吹奏楽部楽器
　システムアンプ等放送施設
　グランドピアノ
　顕微鏡付テレビ装置
　トレーニング器具

　　　２.　主催者挨拶
　　　３.　祝辞
　　　４.　乾杯
　　　５.　祝宴

　　☆記念音楽会☆　（11：00～12：00）
　　　佐藤しのぶ独唱

　　☆祝賀会次第☆　（12：30～14：00）
　　　１.　開会のことば

  1・27　新年会　翔峰
  5・26　総会　・新同窓会旗  披露

  6・  8　遠足　芸術の旅㈽　中原淳一、

記　　　念　　　式　　　典

  6・  3　総会

  7・　　 会館１年点検　・エアコン取付
10・  5　遠足　芸術の旅㈼　玉堂美術館

10・15　100周年応援  茶会（新同窓会館）

10・  1　草間彌生（本科44回）「ＤＯＴＳ  2001」寄贈

  1・29　新年会　翔峰

県松本文化会館

同窓生
・生涯学習講座生徒
　作品展示
・茶会

10・2～5　100周年記念文化祭

12・29　講習会
高見沢美青
（本科48回）
「正月の花」

１・　　華道講座開講

10・  6

１０.　祝電披露
１１.　生徒代表挨拶
１２.　閉会のことば 　　　８.　閉会のことば

　　　６.　万歳三唱
　　　７.　長野県教育委員会挨拶

☆同窓会記念音楽祭☆　（15：00～17：00）

◎総額１億５千万円（内母校寄付は総額3,500万円）　　　式典参加者2,200名

2・卒業証書筒（以後毎年）
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松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母校への助成母　校　その他
会 長 名
入会員数

平成 13年
　　　　　（ザ・ハーモニーホール）

 14年
西澤松美

横山宜子

「アフガニスタンの子供達のために」  18万円

「生涯学習振興のために」  10万円

・西澤松美名誉会員推挙
・同窓会100周年記念しおり  発刊
コンサート・桂姉妹（高39回）
「フルート演奏」
　　　　　　コーラス科「合唱」

  4・24　第二高女・真澄高校の碑改修
「真澄」第2号発刊

  5・25　総会　於いずみ荘
  9・24　結婚相談所職員会

新任相談員紹介 他
10・15　拉致被害者

北朝鮮より5人帰国

12・12　今年の漢字『帰』

  3・　 　母校百年史発刊
  4・ 1　学校完全週5日制

  2・ 1　スペースシャトル「コロ
ンビア」空中分解

  3・20　米英軍がイラク攻撃
  4・ 1　郵便局が郵政公社となる
10・　　  阪神タイガース18年ぶり
　　　　　　　　 のリーグ優勝
12・12　今年の漢字『虎』

10・　　 アメリカ「対テロ戦争」とし
　　　　　　　　 てアフガニスタン侵攻

12・12　今年の漢字『戦』

  1・15　講堂解体セレモニー
  3・29　既存体育館改修

合宿所新築竣工
  4・  1　荻上壽久雄校長着任
11・    　山古志村地震

10・  9　遠足「大正ロマンを求めて～伊香保温泉
　　　竹久夢二記念館」

10・19　川島尚子出版記念祝賀会（川島芳子の姪）
11・14　本校生徒との座談会「先輩たちに聞く」
12・13　市民タイムス思いやりボックスへ募金

11・  3　100周年応援バザー（伊勢町）

  1・26　新年会　梅風閣

  1・25　新年会　ホテルブエナビスタ
  3・ 　事務室へパソコン設置
  6・  7　総会
　　　　　・講演会　フジゲン会長 横内祐一郎
　　　　　　　　　 「輝いて生きる」
10・  7　遠足　秋の味覚 ぶどう狩りと甲州日帰りの旅

  2・14　100周年記念感謝により松本市へ寄付

  2・16　横地康國先生絵画「双馬」寄贈される

10・  7　佐藤しのぶリサイタル

2・除雪機
3・校庭用ローラー
3・顕微鏡3台
（以上100周年事業）

2・卒業証書筒
3・サーバーグレードアップ料

313名
（54回生）

 15年
横山宜子

279名
（55回生）

  1・24　新年会　ザ・ブライトガーデン
  6・  5　総会　・奨学金制度廃止を決める
　　　　　  音楽会　ソプラノ「室賀さえり（高29回）」
  6・  5　同窓会名簿作成実行委員会発足
　　　　　・名簿作成承認
10・  5　遠足　駿河湾～東海道広重美術館の旅

11・  1　事務局　横山幸江交代
　　　　 鹿野千恵子（高18回）

3・フロアシート・防球ネット
4・トキ剥製修理
4・演劇用幕・レール
6・合宿所食器棚
7・体育館スクリーン
11・合宿所暖房設備（以上100周年事業）

 16年
横山宜子

282名
（56回生）

5・校内LAN設置
8・顕微鏡付テレビ
8・グランドピアノ
9・吹奏楽 ファゴット・チューバ
（以上100周年事業）
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松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母校への助成母　校　その他
会 長 名
入会員数
平成  16年 ○100周年記念事業

3・製氷機
3・ステージ用階段
3・体育館演台・花台
6・ポータブルステージ
6・体育館用暗幕・レール
6・合宿所カーテン
7・新体育館用電気時計

平成  17年
横山宜子

03・30　長野朝日放送で結婚相
談所放映

05・01　相談所毎週火曜日開所
及び、第2土曜日本人
相談日とする

01・21　会館設計者藤岡幸美氏
逝去

03・01　 銀河セミナー三者懇談会
03・08　 新体育館新築竣工
03～9　　「愛・地球博」開催（愛知県）
04・22　 銀河セミナー開講

（運営委員長=同窓会長）
新体育館披露

10・11　人権問題講演会
講師　河野仁志氏
松本サリン事件
河野義行氏子息

12・12　 今年の漢字『愛』

01・22　新年会　東急イン
06・04　総会
　　　　　音楽会　マリンバ演奏　山本令子（高33回）
07・29　草間彌生レセプション参加
10・04　遠足　旧白州邸・武相荘と横浜中華街の旅
12・13　体育館落成記念 銀河セミナー特別講演会

04・銀河セミナー
○100周年記念事業
4・新体育館暗幕
4・部室等カーテン
4・新体育館フロアシート
4・更衣室ロッカー
4・体育館用椅子
4・バレーボール用支柱
4・デジタイマー
6・新体育館クラブ用冷暖房
7・ウエイトトレーニング機器
11・ハンドボールゴール
11・テニスネット
12・テニスコート防球フェンス

321名
（57回生）

6～11　　台風集中上陸
　　　　（過去最多の10個）
10・23　 新潟県中越地震（M6.8）
12・    　インドネシアスマトラ

島沖地震  M9.3  津波
被害 死者30万人以上

12・12　 今年の漢字『災』

平成  18年
横山宜子

05・13　相談所登録者パーティー
開催　於 同窓会館
以後毎年開催

04・01　平林昌廣校長着任
07・00　岡谷・辰野で集中豪雨災害
09・01　村井仁　長野県知事

就任
・小・中学生の自殺多発
・平成の大合併
　市町村数81に減る

12・12　 今年の漢字『命』

01・28　新年会　ホテルモンターニュ
04・22　母校生徒卒業時会費30年分前納決定

（平成19年3月卒業生より）
05・27　総会　・講演　美咲 蘭（高22回）
　　　　　　　　　　　「ことばで心を」
07・15　支部長会（本校家庭科室）
10・11　遠足　飛騨・古川・高山と紅葉の平湯大滝の旅
10・　　 蟻ケ崎高等学校同窓会会員名簿発刊（2,500部）
12・15　学校・生徒・PTA・同窓会の四者懇談会

01・邦楽・茶道用畳
02・卒業証書筒
08・教務室冷房機設置285名

（58回生）
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松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母校への助成母　校　その他
会 長 名
入会員数
平成  16年 ○100周年記念事業

3・製氷機
3・ステージ用階段
3・体育館演台・花台
6・ポータブルステージ
6・体育館用暗幕・レール
6・合宿所カーテン
7・新体育館用電気時計

平成  17年
横山宜子

03・30　長野朝日放送で結婚相
談所放映

05・01　相談所毎週火曜日開所
及び、第2土曜日本人
相談日とする

01・21　会館設計者藤岡幸美氏
逝去

03・01　 銀河セミナー三者懇談会
03・08　 新体育館新築竣工
03～9　　「愛・地球博」開催（愛知県）
04・22　 銀河セミナー開講

（運営委員長=同窓会長）
新体育館披露

10・11　人権問題講演会
講師　河野仁志氏
松本サリン事件
河野義行氏子息

12・12　 今年の漢字『愛』

01・22　新年会　東急イン
06・04　総会
　　　　　音楽会　マリンバ演奏　山本令子（高33回）
07・29　草間彌生レセプション参加
10・04　遠足　旧白州邸・武相荘と横浜中華街の旅
12・13　体育館落成記念 銀河セミナー特別講演会

04・銀河セミナー
○100周年記念事業
4・新体育館暗幕
4・部室等カーテン
4・新体育館フロアシート
4・更衣室ロッカー
4・体育館用椅子
4・バレーボール用支柱
4・デジタイマー
6・新体育館クラブ用冷暖房
7・ウエイトトレーニング機器
11・ハンドボールゴール
11・テニスネット
12・テニスコート防球フェンス

321名
（57回生）

6～11　　台風集中上陸
　　　　（過去最多の10個）
10・23　 新潟県中越地震（M6.8）
12・    　インドネシアスマトラ

島沖地震  M9.3  津波
被害 死者30万人以上

12・12　 今年の漢字『災』

平成  18年
横山宜子

05・13　相談所登録者パーティー
開催　於 同窓会館
以後毎年開催

04・01　平林昌廣校長着任
07・00　岡谷・辰野で集中豪雨災害
09・01　村井仁　長野県知事

就任
・小・中学生の自殺多発
・平成の大合併
　市町村数81に減る

12・12　 今年の漢字『命』

01・28　新年会　ホテルモンターニュ
04・22　母校生徒卒業時会費30年分前納決定

（平成19年3月卒業生より）
05・27　総会　・講演　美咲 蘭（高22回）
　　　　　　　　　　　「ことばで心を」
07・15　支部長会（本校家庭科室）
10・11　遠足　飛騨・古川・高山と紅葉の平湯大滝の旅
10・　　 蟻ケ崎高等学校同窓会会員名簿発刊（2,500部）
12・15　学校・生徒・PTA・同窓会の四者懇談会

01・邦楽・茶道用畳
02・卒業証書筒
08・教務室冷房機設置285名

（58回生）

会 長 名
松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他 母校への助成

入会員数

平成�19 年
横山宜子
277 名

（59 回生）

01・27　新年会　東急イン
04・02　59 回生より同窓会費 30年分前納となる
05・26　総会
　　　　　音楽会
　　　　　　エレクトーン奏者　笠原芳子（高24回）
08・04　支部長会（同窓会館）
08・11　　��〃　�（安曇野近代美術館）
08・25　　��〃　�（塩尻市総合文化センター）
10・24　遠足　日本の道�百選
　　　　　　　�海野宿と旧軽井沢散策の旅
11・26　校歌 CD本番録音
12・24　校歌 CD仕上り　1枚 500 円

12・12　紙細工講習会
　　　　�講師��伊藤�勲（島勇）
12・28　正月用生花講習会
　　　　�講師��高見沢�美青
　　　　（草月流）

05・01　松本市制 100 年

10・01　郵政民営化

・食品偽装問題多発
・年金記録もれ問題

12・12��今年の漢字『偽』

03・情報用パソコン 2台
03・会議室仕切り用カーテン一式
04・教務室ユニット書庫

� 20 年
横山宜子
281 名

（60 回生）
三澤 美子

01・26　新年会　東急イン
05・24　総会
　　　　　横山宜子名誉会員推挙
　　　　　講演会　講師��中野�和朗　松本大学前学長
　　　　　　　　�「生きることは愛すること」
　　　　�同窓会のしおり第 2号発刊
06・00　カラーコピー機導入

10・06　�遠足　富士花鳥園と「ねむの木学園」村見学の旅
　　　　　　　　　　　　　�123 名参加
12・00　かわら版ぎんが発行（以降不定期発行）

04・01　結婚相談員増員
05・00　英語科初級講座　開講

10・23　茶道科（表千家）開講
10・29　講習会　まくらめ編み
　　　　�講師：丸山令子

03・　中国産品から有毒物質検出
05・　�サイクロン　ミャンマー

を直撃
05・　�中国四川省大地震
　　　（�M7.8）死者1万2千人以上
06・14　岩手・宮城内陸地震
　　　（M7.2）

12・22　�母校生徒会ソロプチミス
トSクラブ認証式

12・12��今年の漢字『変』

03・�ＬＬ教室冷房機設置及び
　　�引込工事

08・�製氷機修理

12・コピー機設置（図書館）

� 21 年
三澤 美子
275 名

（61 回生）

01・24　新年会　東急イン

05・23　総会（蟻ケ崎高校�視聴覚室）
　　　　　演劇鑑賞会
　　　　　　蟻ケ崎高校演劇部『ひとりぼっちの南吉か』

09・00　飯田下伊那支部発足
10・14　遠足　徳川美術館とノリタケの森�104名参加
11・20　銀河書展（松本市美術館）以後毎年共催
　〜 23

09・28　講習会　エコサージュ
　　　　講師��藤原早苗（高20回）

04・01　小松茂美校長着任

・新型インフルエンザ世界的流行
・米国　オバマ大統領就任

12・12��今年の漢字『新』

04・書道部：額・筆類
　　　　　　上衣・袴一式
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会 長 名
松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他 母校への助成

入会員数

平成�22 年

三澤 美子

281 名

（62 回生）

01・23　新年会　ホテルブエナビスタ

05・22　総会

　　　　　講演会　講師��青木教司�松本城専門研究員

　　　　　　「近世松本城下町の女性たち」

10・13　�遠足　ゴッホ展とホテルバイキングランチ

　　　　　　　�国立新美術館・赤坂プリンスホテル

　　　　　　　�119名参加

03・00　結婚相談員増員

09・29　講習会　マイ箸つくり

　　　　���講師：安曇野市社協

01・12　ハイチ地震（M7.0）

06・13　小惑星探査機「はやぶさ」

　　　　�帰還

08・05　チリ鉱山落盤事故

　　　��（10 月全員救出）

09・07　尖閣諸島中国漁船

　　　　�衝突事件

11・23　�北朝鮮が韓国�延坪

　　　��（ヨンピョン）島砲撃

12・12　今年の漢字『暑』

04・　�在校生に銀河バッヂ贈呈

　　　以降、新入生に贈呈

� 23 年

三澤 美子

276 名

（63 回生）

深澤友子

01・22　新年会　ホテルブエナビスタ

04・00　男性理事就任

05・28　総会

　　　　　三澤 美子名誉会員推挙

　　　　　公演会　蟻ケ崎高校ダンス部

09・07　横地康國先生絵画「体操場」寄贈される

10・17　遠足　北信濃文化巡り

　　　　　　　�高橋まゆみ人形館他　112 名参加

11・17

09・26　講習会　篆刻印作り

　　　　��講師��大沢一仁先生

　　　　　�　　中村好男先生

02・11　�エジプトで民衆デモによ

りムバラク大統領就任

03・11　�東日本大震災（M9.0）　

大津波により大被害　

死者不明者約2万人

03・12　�長野県北部地震���� �　

栄村（M6.7）

06・30　�長野県中部地震���� �　

松本（M5.5）　

07・27　�世界軍縮会議（於松本）

��〜 29　�書道部が歓迎パフォー

マンス披露

09・03　台風 12 号

　　　　�死者不明者 100 人超

12・12　今年の漢字『絆』

03・　サーバー交換及び設置費用

03・　物置設置

11・　職員室及び会議室の空調

　　　設備

委員長：三澤 美子実行委員長

　・記念公演　坂東玉朗（本名：上條岳伸　高 47回生）　舞

　☆記念事業　同窓会 400 万円負担　　　・母校職員室及び会議室　空調設備

誌念記・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　☆祝賀会　（小体育館）

創　立　１  １  ０  周　年 記　　　念　　　式　　　典 大　体　育　館
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会 長 名
松本蟻ケ崎高校同窓会 財団法人　蟻ケ崎会 母　校　その他 母校への助成

入会員数

平成�24 年

深澤友子

276 名

（64 回生）

01・21　新年会　ホテルブエナビスタ

　　　　　　東日本大震災及び長野県北部地震のための

　　　　　　募金活動終了（23年 3月〜24年1月）

　　　　　　総額1,251,578円

05・26　総会

　　　　　�講演会　菅谷昭�松本市長　

　　　　　　「福島原発事故による放射線被ばくの長期的課

　　　　　　　題」−チェルノブイリ原発事故医療支援の経験

　　　　　　　を通して−

7〜11　　草間彌生展の後援（於�松本市美術館）

10・17　�遠足　「箱根富士屋ホテル見学昼食と二宮尊

　　　　　　　　徳生家を訪ねる旅」　108 名参加

04・01　�一般財団法人蟻ケ崎会

に移行登記

　　　　（参照P11〜P22）

02・19　東京スカイツリー竣工

　　　�（高さ634m�世界最高）

05・20　金環日食観測

07・27　�ロンドンオリンピックでメ

ダル38個獲得（過去最高）

10・08　�山中伸也教授「ノーベル

生理学賞」受賞

12・12　今年の漢字『金』

11・　書道部へ特大大筆

一般財団法人　蟻ケ崎会

07・14 〜 15　蟻ケ崎学園文化祭

09・24　講習会

　　　　ネクタイ利用のネックレス

　　　　���講師　小島手芸店

10・23　松本蟻ケ崎学園専門学校

　　　　 廃止

� 25 年
深澤友子
320 名

（65 回生）

01・26　新年会　ホテルブエナビスタ
05・25　総会
　　　　　�公演会　蟻ケ崎高校吹奏楽部
10・ 　会館女子トイレ改修
10・23　�遠足　トヨタテクノミュージアム産業技術記

　　　念館と明治村見学の旅　67名参加

05・31　事務局��鹿野千恵子交代
　　　　�宮川眞ゆみ（高26回）
07・13 〜 14

ぎんが祭協賛「蟻の星☆
展」に同窓会館使用

09・25　�講習会�ハンカチサイズ
の布で作るブローチ
��講師　赤穂恵美子
　　　　　　（高 32回）

12・　　�生徒会によるイルミネー
ション装飾

04・01　伊藤公麿校長着任
06・22　富士山世界遺産に登録
08・12　�高知県四万十市で41℃

を観測（史上最高）
09・07　2020年�夏季五輪�東京開
　　　　�催決定

12・12　今年の漢字『輪』

07・　扇風機31台

� 26 年
深澤友子
318 名

（66 回生）

01・25　新年会　ホテルブエナビスタ
　　　　�　県立こども病院への募金　109,160 円

05・24　総会
　　　　　深澤友子名誉会員に推挙
　　　　　講演会　松本大学　尻無浜�博幸教授
　　　　　�「グローバルに思考し、ローカルに行動する
　　　　　　災害支援のあり方」
　　　��「同窓会のしおり第 3号」発刊

02・　　�関東甲信越地方で記録
的大雪 03・　吹奏楽部へハープとケース
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